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ダ
ム
事
業
の
概
要�

　
大
保
ダ
ム
は
、洪
水
調
節
、新
た
な
水

道
用
水
の
確
保
、既
得
取
水
の
安
定
化
及

び
河
川
環
境
保
全
の
た
め
の
流
量
の
確

保
を
目
的
に
、大
宜
味
村
を
流
れ
る
２

級
河
川
大
保
川
に
建
設
さ
れ
る
多
目
的

ダ
ム
で
、奥
間
ダ
ム
と
と
も
に
沖
縄
北
西

部
河
川
総
合
開
発
事
業
を
構
成
し
て
い

ま
す
。�

�
  ダ

ム
形
式
に
つ
い
て
は
、地
形
・
地
質
的

な
条
件
か
ら
、本
川
に
本
ダ
ム
と
し
て
重

力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
を
、東
南
部
の
低

位
部
に
脇
ダ
ム
と
し
て
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム

を
建
設
し
ま
す
。総
貯
水
容
量
は
約
二�

〇
〇
〇
万
㎥
で
、完
成
す
る
と
沖
縄
県
で

は
福
地
ダ
ム
に
次
ぐ
２
番
目
の
容
量
を
誇

る
ダ
ム
と
な
り
ま
す
。�

�
  水

道
用
水
に
つ
い
て
は
、大
保
ダ
ム
と
奥

間
ダ
ム
を
導
水
路
で
結
ぶ
と
と
も
に
、本

島
北
部
西
海
岸
の
８
河
川
の
県
企
業
局

の
ポ
ン
プ
場
か
ら
取
水
さ
れ
た
水
を
大
保

ダ
ム
で
安
定
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、両
ダ
ム

で
日
量
一一一 

〇
〇
〇
㎥
を
安
定
供
給
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、こ
れ
は
県
企
業
局

が
供
給
す
る
水
道
用
水
の
約
２
割
を
占

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

�
�事

業
の
経
緯�

�

　
沖
縄
北
西
部
河
川
総
合
開
発
事
業
は
、

平
成
２
年
に
建
設
事
業
に
採
択
さ
れ
、平

成
５
年
に
は
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
後
平
成
７
年
に
関
連
道
路
工

事
に
着
手
し
、平
成
８
年
に
は
損
失
補
償

基
準
の
協
定
を
大
宜
味
村
と
締
結
し
、現

在
で
は
付
替
道
路
が
平
成
１２
年
度
末
に

完
了
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
他
、用
地

補
償
も
本
ダ
ム
周
辺
を
除
き
完
了
し
て

お
り
ま
す
。�

仮
排
水
路
工
事�

�

　
一
般
に
ダ
ム
本
体
は
、現
在
河
川
水
が

流
れ
て
い
る
場
所
に
建
設
す
る
た
め
、ダ

ム
建
設
に
先
立
ち
河
川
を
切
り
替
え
、河

床
を
ド
ラ
イ
に
し
て
施
工
し
ま
す
。大
保

ダ
ム
で
は
本
ダ
ム
施
工
に
あ
た
り
、本
ダ
ム

左
岸
部
に
仮
排
水
路
と
し
て
ト
ン
ネ
ル
を

掘
り
、そ
こ
に
河
川
水
を
流
す
こ
と
に
し

ま
し
た
。�

�

　
仮
排
水
路
は
、内
径
4.1
ｍ
の
標
準
馬

蹄
型
で
総
延
長
が
九
七
〇ｍ
あ
り
、最
大

毎
秒
80
㎥
ま
で
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

施
工
方
法
に
つ
い
て
は
、ナ
ト
ム
工
法
で
掘

り
進
み
、掘
削
完
了
後
に
掘
削
面
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
覆
い
ト
ン
ネ
ル
部
を
完
成
さ

せ
た
後
に
、呑
口
部
の
施
工
と
上
流
仮
締

切
工
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

平
成
１３
年
度
末
に
は
完
成
の
予
定
で
す
。�

起
工
式�

�
　
北
部
ダ
ム
事
務
所
の
主
催
に
よ
り
、仮

排
水
路
工
事
の
起
工
式
が
昨
年
１２
月
３
日
、

現
地
の
ト
ン
ネ
ル
坑
口
付
近
で
取
り
行
わ
れ
、

安
川
沖
縄
県
技
監
、照
屋
大
宜
味
村
長
、

宮
城
東
村
長（
代
理
）ら
多
数
の
来
賓
の�

�

方
々
の
御
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。起

工
式
は
、川
崎
北
部
ダ
ム
事
務
所
長
の
式

辞
に
よ
り
始
ま
り
、加
納
沖
縄
総
合
事

務
局
次
長
の
挨
拶
、田
嶋
北
部
ダ
ム
事
務

所
副
所
長
の
工
事
概
要
の
説
明
に
続
き
、

県
技
監
・
大
宜
味
村
長
、東
村
長（
代
理
）

の
方
々
か
ら
の
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
に
、

沖
縄
総
合
事
務
局
次
長
ら
１０
名
に
よ
る

鍬
入
れ
が
行
わ
れ
終
了
し
ま
し
た
。�

終
わ
り
に�

�

　
こ
の
た
び
の
仮
排
水
路
工
事
の
着
手

に
よ
り
、北
部
ダ
ム
事
務
所
は
ダ
ム
本
体

着
工
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。今
後
は
本
ダ
ム
及
び
脇
ダ
ム
の

実
施
設
計
を
進
め
る
と
と
も
に
、本
体
着

工
の
覚
書
を
大
宜
味
村
と
締
結
し
、本
体

工
事
の
早
期
発
注
に
努
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。�

�

　
ま
た
、今
後
と
も
ヤ
ン
バ
ル
の
豊
か
な

自
然
に
配
慮
し
て
工
事
を
進
め
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、関
係
各
位
の
な
お
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

Dam
〈開発建設部〉�
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大保ダム�
沖縄北西部河川総合開発事業�
～本ダム仮排水路工事起工式～�

型 式�

堤 高�
堤 頂 長�
堤頂標高�
堤 体 積�
集水面積�

湛水面積�
総貯水容量�
有効貯水容量�

本ダム 77.5C　脇ダム 61.0C�
本ダム 380.0C　脇ダム 473.0C�
本ダム EL73.5C　脇ダム EL75.0C�
本ダム 500,000K 脇ダム 1,536,000K�
13.3H�
0.89H�
20,050,000K
19,350,000K

本ダム　重力式コンクリートダム�
脇ダム　ロックフィルダム�

●仮排水路諸元表�

●大保ダム諸元表�

集水面積�

対象流量�
延 長 �
勾 配�

13.3H
80K/s   確率 1/1年�

970C　�
1/150 

呑口部 11ｍ�
トンネル部 959ｍ�

●仮排水路標準断面図�

●計画概要図�

●起工式�

吹付コンクリート�
　t=5～10cm

ロックボルト　　L=2.0m

覆工コンクリート�
　t=20～30cm
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宇 嘉 川
辺 野 喜 川
佐 手 川
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